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2)清水慶子 ･野崎真澄 ･大島 帝(1987):サ
ルにおける銅付加IUDの安全性及び避妊効果.
第32回日本不妊学会学術総会,予稿袋 :175.




























竹中 修 ･景山 節 ･申村 仲 ･石田ff文 ･
浅岡｢雄1)
研究概要
1)スラウェシマカクの起源と進化
竹中 修
インドネシア国スラウェシ(セレベス)島のマ
カクの起源と進化について,同島7校のサルの代
表点な7位のヘモグロビンa鎖の構造を解析し検
討した｡β鎖の場合と同様に相互に2塩基以上の
置換を必要とする分子型のパッチ状の分布から複
数回の逝伝的イベントが示唆された｡また,中央
部のトンケアナが他のマカクとは大きく異なる分
子型を有していた｡
2)ニホンザルリンパ球表面抗原に対するモノ
クローナル抗体の作製
村山裕- 2)･竹中 修､
ニホンザルのリンパ球に対すろモノクローナル
抗体の作製を続けた｡サプレッサーT細胞等,T
一細胞サブセットに対する4位の抗体,ナチュラ
ルキラー細胞,マクロフ7-ジに対すろ抗体,及
び,B細胞系のニホンザル組招適合性クラス∬抗
原を認誠する計6校現の抗体が作製できた｡
3)E2長類の近伝子の構造に関する研究
竹中晃子3)･鈴木良太2)･井上美穂2)･
竹中 修
マカカ屑のαグロビン迫伝子を調べたところ,
マレーシアのカニクイザルで,高等詔長期では正
視しているこの辺伝子が,3盃校している例が拓
卯皮に兄いだされた｡不等交叉のホットスポット
の解明等を目群として.迫伝子のクローニングを
1)教務職員 2)大学院生 8)研修員
行い塩基配列決定に新手したく竹中晃子)｡
ヒト上村で唯一多柾矧 こ柾分化を遂げているテ
ナガザルについて柾問の関係,ヒト及び他のFl人
泊との系統関係を明らかにすることを目的として
グロビン迫伝子とくにC迫伝子の桐近解析を開始
した(鈴木良太)｡
ニホンザルオスの生活史の解明を目的とし,班
伝子の超可変領域であるミニサテライトDNAの個
体問変異をサザンブロット法により検出し,ニホ
ンザル父子鑑定の分析を開始した(井上美穂)｡
4)ペプシノーゲンとペプシンの捕造 ･機能 ･
進化
深山 節
(I)ニホンザル及びヒトペプシノーゲンの活性化
反応機梢を調べた｡特に生理条件下での反応に近
づけるため,リゾチーム,ヘモグロビンの存在下
での反応を解析した｡
Oi)胃における氾伝子発現の脚荷を明らかにする
ため,第1段階として田よりmRNAを調製し,
cDNAのクローニングを進めた｡
5)霊長所の生休防御系
申村 仲
霊長預の止血 ･免疫機桐を明らかにする目的で
以下の研究を進めている｡
(()単球/マクロフ7-ジ系細胞におけるti岳sue
factorの発現機序,細胞内消長及び構造一梯絶相
関｡
(ji)白血球のエンドトキシン応答械序とその柾特
異性.1)
OiD花粉アレルギー個体の検索,実験動物化なら
びにその発症機序S)｡
6)霊長類の細胞とウイルスの研究
石田虫文
(りT細胞指向性レトロウイルスのヒト及びサル
における分布と系統関係を疫学 ･分子生物学的に
解析している｡
川Epstein-Barrウイルス(EBV)レセプター
の分布を空長頬リンパ球上で検索している｡
㈹｢詔長郊細胞バンク｣として,各種D長柄よ
り細胞株を樹立しく18同19校72株),供給を開始
4)平田陸正(岩手医大),鈴木率碓(岡山大･伯)
との共同研究｡
5)城田 明(宋市民病院),金井塚務(日本モ
ンキーセンター,田E3研)との兆同研究
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